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湯河原宣言2018

• 我が国の組込み産業の競争力強化を目指し，組込みシステム研
究会(SIGEMB)の有志メンバが2018年11月に湯河原に集結し，2
日間にわたり議論した結果，組込みシステム技術者／研究者が
急速に取り組むべき課題が明確化された．

• 湯河原宣言URL:
http://www.sigemb.jp/wordpress/archives/394

http://www.sigemb.jp/wordpress/archives/394


湯河原宣言2018

物理世界とつながったITシステムである組込みシステムの技術は，
我が国の競争力の源泉の1つであるが，その開発に関わる課題は
山積している。問題領域が複雑化しているにもかかわらず，従来
からの開発手法のまま，人員の拡大のみで対応してきた結果，開
発効率の低下，ディペンダビリティ確保の困難，サイバーセキュリ
ティリスクの増大などを引き起こしている。デジタルトランスフォー
メーションの重要性が叫ばれる中で，今，組込みシステム開発の
革新に取り組まないと，数年の内に，急速に競争力が失われるお
それがある。

このような危機感のもと，我々，情報処理学会 組込みシステム研
究会（SIGEMB）の有志メンバで議論を行った結果，次のような研究
開発に早急に取り組むべきという結論に至った。



（予備知識）

デジタルトランスフォーメーションとは
• デジタルトランスフォーメーション（Digital transformation； DX）とは、
「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せる」という概念である。2004年にスウェーデンのウメオ大学のエ

リック・ストルターマン教授が提唱したとされる。ビジネス用語とし
ては定義・解釈が多義的ではあるものの、おおむね「企業がテク
ノロジーを利用して事業の業績や対象範囲を根底から変化させ
る」という意味合いで用いられる。

（出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）

経産省：我が国企業におけるデジタル経営改革を推進するための『「DX推進指標」と
そのガイダンス』：https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/index.html

総務省：平成30年版情報通信白書（データ主導社会、DXおよびSociety5.0）：
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd102200.html

https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/index.html
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd102200.html


湯河原宣言2018

(1) 先端デジタル技術を活用して設計生産性を10倍に

(a) 自然言語処理技術を活用したモデリング支援(半自動化)
(b) 開発プロセスの自動化の推進とライブラリ化/標準化
(c) 質の高いコア資産の拡充(他ドメインからの流用)
(d) 人(技術者)が実施すべきことの明確化とアシスト
(e) 非機能要求のモデリングとモジュール化
(f) 形式手法による信頼性確保

(2) 利用時情報のフィードバックによるプロダクトのアップデートで
価値を2倍に

(a) ユーザ行動や事故・ヒヤリハット情報の自動収集
(b) 利用時情報の解析，モデリング，フィードバック
(c) エンドユーザプログラミング
(d) アップデートする余裕のあるハードウェア



湯河原宣言2018

(3) サービスの変化に応えられるIoTプラットフォームによりビジネス
を変革

(a) サービスの変化に適応可能な進化型プラットフォームアーキテ
クチャ

(b) 変化予測とオペレーションテクノロジー(OT)
(c) ディペンダブルな進化プロセス
(d) 進化する電子デバイス(モーフィングアセット)

(4) 社会実装と新規ビジネスの創出

(5) 国際標準化



湯河原宣言2018
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湯河原宣言2018の公開・発信

• SIGEMBのWEBサイト
• http://www.sigemb.jp/wordpress/archives/394

•第51回組込みシステム研究発表会（2019年6月21日）
• 企画セッション

•中本幸一先生による招待講演
• IEEE Cyber Science and Technology Congressの併設ワーク
ショップInternational Workshop on Assurance in Distributed 
Systems and Networks (ADSN 2019), Fukuoka, August 5-8, 
2019

http://adsn.net.info.hiroshima-cu.ac.jp/

• タイトル： “Some technology issues in a connected world”

http://www.sigemb.jp/wordpress/archives/394
http://adsn.net.info.hiroshima-cu.ac.jp/


本日の検討テーマ

テーマ１： コーディネータ： 渡辺 晴美 先生

(2) 利用時情報のフィードバックによるプロダクトのアップデートで価値を2倍に

(a) ユーザ行動や事故・ヒヤリハット情報の自動収集
(b) 利用時情報の解析，モデリング，フィードバック
(c) エンドユーザプログラミング
(d) アップデートする余裕のあるハードウェア

テーマ２ コーディネータ： 久住 憲嗣 先生

(3) サービスの変化に応えられるIoTプラットフォームによりビジネスを変革

(a) サービスの変化に適応可能な進化型プラットフォームアーキテクチャ
(b) 変化予測とオペレーションテクノロジー(OT)
(c) ディペンダブルな進化プロセス
(d) 進化する電子デバイス(モーフィングアセット)


